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１ ＢＳ及び１１０度ＣＳによる４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報の必要性 3 

・ 現在市販されている４Ｋ（対応）テレビには、今後開始されるＢＳによる４Ｋ・８Ｋ

試験放送やＢＳ等４Ｋ・８Ｋ実用放送に対応する受信機能が搭載されていないた

め、当該放送を視聴するには別に受信のための機器（ＢＳ等４Ｋ・８Ｋ放送対応

チューナー）が必要 

・ＢＳ等４Ｋ・８Ｋ実用放送を視聴するためには、４Ｋ・８Ｋ受信機のほか、現在設置

しているアンテナ等の受信設備を交換するか、ＢＳ等４Ｋ・８Ｋ実用放送を再放送

するケーブルテレビやＩＰＴＶ等に加入する必要がある 

・このような状況について、視聴者には必ずしも理解が進んでいるとはいえない 

・４Ｋ・８Ｋ受信機に関する情報等について、国民・視聴者にわかりやすい形での

周知・広報が重要 

・速やかに、国と関係事業者、団体等が連携して、周知・広報等の具体的な内容・

方法等について検討を進めることが必要 

「放送を巡る諸課題に関する検討会 第一次取りまとめ」より 



２ 今後の周知・広報の基本的考え方 4 

・ 「ＢＳや１１０度ＣＳによる４Ｋ・８Ｋ放送」の呼称、ロゴ・マークの活用等により、４Ｋ・８Ｋ放
送に関する基礎的事項を分かり易く伝える 

 （例：既存放送の置き換えではなく新たなチャンネル追加であること、現在、販売中の４Ｋ（対応）テレビに
対応チューナーは内蔵されておらず、既に購入した４Ｋ（対応）テレビで視聴するためには、別途、
対応チューナーが必要なこと、その他、アンテナ交換や配線工事の必要可能性もあること等） 

・ 消費者が視聴できる放送を容易にイメージできるよう、事業者名等を具体的に示す 

 

・ 集合住宅における工事の必要可否、工事費の事例等、マンション管理組合等が工事の
実施判断に必要な情報を分かり易く伝える 

・ 家電販売店の店頭に加え、業界毎に特徴や強みを生かした周知・広報の実施  

・ 関係業界等が連携して周知・広報を実施 

・ ワールドカップやオリンピック等、イベント開催に合わせた集中的な周知の実施 

・ 消費者からの相談への対応体制を構築し、消費者の疑問や誤解等の解消を図る 

現在、呼称について関係者にて検討中 

放送サービスの提供希望者から認定申請を受付（平成28年9月15日～10月17日） 
平成29年初頭に事業者認定予定 

周知内容について 

周知方法について 



３ 周知・広報の取組案① 

【基本的考え方】 

「ＢＳや１１０度ＣＳによる４Ｋ・８Ｋ放送」の呼称、ロゴ・マークの活用等により、４Ｋ・８Ｋ放送に
関する基礎的事項をわかりやすく伝える 

① 「衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）」の呼称やロゴ・マークを、関係業界で積極的に活用 

  「ＢＳ、１１０度ＣＳによる４Ｋ・８Ｋ放送」の呼称について、 
  本資料では仮名称として「衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）」と記す。 

  ・ 消費者に接する様々な業界が様々な場面で、呼称、ロゴ・マークを用いて基礎的事項(※)

の分かり易い周知・広報に努める 

    （※） 現在、販売中の４Ｋ（対応）テレビに対応チューナーは内蔵されておらず、既に購入した４Ｋ（対
応）テレビで視聴するためには、別途、対応チューナーが必要なこと 等 

 

② キャラクター等による周知キャンペーンの展開 

  ・ 「地デジカ」のように、多くの国民が親しみをもてるキャラクター等を検討 

  ・ 各地のイベント等において「衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）」の周知・広報を実施 
 

③ 放送業界による、番組等を活用した放送波での周知・広報の実施 

  ・ 現在のＢＳや１１０度ＣＳの視聴者に限らず、将来の視聴可能性を見据えて幅広く伝える 
 

④ 業界イベントへの参加 

  ・ 「衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）」ブースの設置などにより、来場者に分かり易く伝える 
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各放送における４Ｋ・８Ｋ放送の呼称等 

ＢＳ １１０度ＣＳ １２４／１２８度ＣＳ ケーブル 

２Ｋ等 ＢＳデジタル １１０度ＣＳデジタル 
 
 
 
 
 
or 
スカパー！ 

１２４／１２８度ＣＳデジタル 
 
 or 
 スカパー！ 
 プレミアム 
 サービス 

各社毎 

４Ｋ 
「衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）」 

 
現在、 
（一社）放送サービス高度化推進協会
（A-PAB）にて検討中 

チャンネル名は、 
 スカパー！４Ｋ 映画 
 スカパー！４Ｋ 総合 
 スカパー！４Ｋ 体験 
 
 

ケーブル
４Ｋ 

 
 
 

８Ｋ  
－ 

 
－ 

 
－ 

6 参考 



【基本的考え方】 

消費者が視聴できる放送を容易にイメージできるよう、事業者名等を具体的に示す 

① 衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）の提供事業者の決定 

  ・ 放送サービスの提供希望者から認定申請を受付 （平成28年9月15日～10月17日） 

  ・ 平成29年初頭に事業者決定の予定 
  

 

② （事業者の決定後）周知・広報活動において事業者名も紹介 

  ・ 消費者が視聴できる放送を容易にイメージできるよう、周知・広報リーフレット、家電販売
店の店頭、製品カタログ、説明会において、以下の情報などを明示 

    （右旋、左旋のそれぞれの放送事業者名、４Ｋ放送であるか８Ｋ放送であるか、 
     既存放送の置き換えではなく、新たに始まる放送であること 等） 
 

③  放送の種類（右旋／左旋、４Ｋ／８Ｋ）に応じた、視聴方法の説明 

  ・ 視聴するためにアンテナ交換等が必要になる放送／交換等を行わずに視聴できる可能
性がある放送について、周知・広報時に分かり易く紹介する 

３ 周知・広報の取組案② 7 

（参考）衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）を４Ｋテレビ等で視聴する方法（イメージ） 
    ＜ｐ１５参照＞ 

（参考）BS・東経110度CSによる4K・8K実用放送の業務等の認定申請の受付結果 
＜ｐ１４参照＞ 



【基本的考え方】 

集合住宅における工事の必要可否、工事費の事例等、マンション管理組合等が工事の実施判
断に必要な情報を分かり易く伝える 

① 集合住宅における工事可否の判定方法、標準的な工事方法等の検討 

  ・ 集合住宅において衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）を視聴するために必要な工事について、現在、
検討中の衛星放送用受信設備の技術基準を踏まえ、今後、工事業界において標準的な
工事方法等を検討する 

 
② 集合住宅における工事費の事例調査 

  ・ ①の結果を踏まえ、集合住宅の状況に応じた工事費の事例について調査・分析する 
  
③ マンション管理組合等が工事実施を判断するために必要な情報の提供 

  ・ 集合住宅での衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）視聴に関するリーフレットやホームページ等の作成 

  ・ 家電販売店やマンション管理組合等と関係の深いマンション管理業界等への情報提供、
業界紙やイベント（電気工事、建設、不動産関連等）の活用による周知・広報 

３ 周知・広報の取組案③ 8 

【基本的考え方】 

家電販売店の店頭に加え、業界毎に特徴や強みを生かした周知・広報の実施  

○ 放送、製造、販売等の関係する業界毎にそれぞれの特徴や強みを生かした周知・広報を
積極的に実施する 



【基本的考え方】 

関係業界等が連携して周知・広報を実施 

３ 周知・広報の取組案④ 

① ４Ｋ・８Ｋ放送の普及促進に向けた業界等連携体制の構築  

  ・ 衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）の実用放送開始に向けて、国民の認識・理解度の向上、普及促
進を図るため、関係業界等による連携体制づくりについて検討 

 

② 周知・広報素材の他業界への提供による、効率的な周知・広報活動の実施 

  ・ 放送、製造業界等が作成した周知・広報リーフレットを家電販売業界等へ提供 

 

  ・ 工事業界等が作成した周知・広報リーフレットを、マンション管理販売や不動産業界へ提供 

  ・ 国、放送、製造業界等が作成した消費者対応Ｑ＆Ａを、衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）視聴相談
センター（仮称）、家電販売業界、消費生活センター等へ提供 

 

③ 業界連携による各種イベントへの対応 

  ・ マンション管理販売や不動産業界が主催する衛星新放送（仮）に関するセミナー等に、国、
放送、製造業界等が積極的に参加 

  ・ 各種イベントにおいて、各業界が連携して「衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）」ブースを設置・運営し、
来場者への効果的な周知・広報を実施 

9 

（参考）最新の周知・広報用リーフレット（（一社）放送サービス高度化推進協会にて作成中） 
＜ｐ１６参照＞ 



【基本的考え方】 

ワールドカップやオリンピック等、イベント開催に合わせた集中的な周知の実施 

○ ボーナス商戦期（毎年７月、１２月前後）に加え、以下の国際・国内イベントを契機に、関
係者による周知・広報を集中的に実施 

＜平成２９年＞ 

  実用放送開始１年前 （平成２９年１２月（予定）） 

＜平成３０年＞ 

  平昌冬季オリンピック・パラリンピック （平成３０年２月９日～２５日、３月９日～１８日） 

  露サッカーワールドカップ （平成３０年６月１４日～７月１５日） 

  実用放送開始 （平成３０年１２月（予定）） 

＜平成３１年＞ 

  日ラグビーワールドカップ （平成３１年９月２０日～１１月２日） 

＜平成３２年＞ 

  東京オリンピック・パラリンピック （平成３２年７月２４日～８月９日、８月２５日～９月６日） 

３ 周知・広報の取組案⑤ 

※上記日程は、各イベントの関連WEB等を元に作成したものであり、今後変更となる場合があります。 
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【基本的考え方】 

消費者からの相談への対応体制を構築し、消費者の疑問や誤解等の解消を図る 

① 「衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）視聴相談センター（仮称）」の設置準備 

  ・ 開設に向け、以下の事項等について検討を開始する 

    運営体制 
    相談センターにおける対応範囲（ どのような内容まで対応可能か） 
    関係者間の連絡体制 （相談内容に応じて、適切な業界窓口を紹介できるように） 
    開設時期 
 

② 具体的な相談対応方法の検討 

  ・ Ｑ＆Ａの作成 

 

③ 相談センター（そのもの）の周知方法の検討 

  ・ 問い合わせ先（電話番号）を掲載した周知・広報チラシ等の配布推進 

３ 周知・広報の取組案⑥ 11 



４ 今後の主な取組スケジュール（イメージ） 12 

2020年（平成32年） 2019年（平成31年） 2018年（平成30年） 2017年（平成29年） 

家電販売店 

工事業者 

相談窓口 

放送事業者 

メーカー 

国 

マンション管理 
不動産業界 

★（7/24～9/6） 
東京オリンピック・
パラリンピック 

★（9/20～11/2） 
日本ラグビーWC 

★（6/14～7/15） 
露サッカーWC 

★（2/9～3/18） 
平昌冬季 
オリンピック・パラリンピック 

●（12（仮）） 
実用放送開始 

●（初頭） 
放送事業者決定 

2016年（平成28年） 

（12/1）● 
試験放送開始（A-PAB） 

集中ＰＲ 
(冬季五輪) 

集中ＰＲ 
（サッカー） 

集中ＰＲ 
(放送開始) 

集中ＰＲ 
（ラグビー） 

集中ＰＲ 
(東京五輪) 

開設準備 開設・運用開始 開設に向け
連携 

マンション管理組合等への周知活動で活用 

リーフレット
作成 

リーフレット
作成 

【改修対応】 

【新築対応】 
対応機器の使用等、 
一部の先行工事の促進 

管理組合等に必要な情報を提供 

（必要に応じて完了工事を実施） 

対応受信機 
発売見込み 

イベント
で周知 

イベント
で周知 

イベント
で周知 

イベント
で周知 

技術基準検討（衛星放送用受信設備） 

リーフレット
作成 

連絡先を掲載 

※上記日程は、今後変更される場合があります。 

モデルケース検討、工事費事例調査 

リーフレット等作成 

標準工法の検討 

集中ＰＲ 
(1年前) 

（12予定）● 
放送1年前 

店頭等での周知、説明強化 

周知・広報活動で活用 

周知・広報活動で活用 

呼称 
決定 



（参考） 
 

○ BS・東経110度CSによる4K・8K実用放送の業務等
の認定申請の受付結果 

○ 衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）を４Ｋテレビ等で視聴する
方法 （イメージ） 

○ 最新の周知・広報用リーフレット 

 



BS・東経110度CSによる4K・8K実用放送の業務等の認定申請の受付結果 
（総務省報道発表、平成28年10月19日） 
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 BS・東経110度CSによる4K・8K実用放送の業務の認定申請については10者から、東経110度
CSによる4K試験放送の業務の認定申請については1者から申請がありました。 
 この他、日本放送協会から基幹放送普及計画に沿って、BS（右旋）による4K実用放送の業務
（1番組）及びBS（左旋）による8K実用放送の業務（1番組）の認定申請がありました。 

参考 



衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）を４Ｋテレビ等で視聴する方法（イメージ） 15 

① ② ③ ④ ⑤ 

視聴する放送サービス ① ② ③ ④ ⑤ 

ＢＳの４Ｋ放送 
（右旋・左旋ともに視聴） 

右旋・
左旋対
応に交
換要 

交換・工事要の可能性 
（現在、2.6GHz程度まで対応している場合、
交換・工事が不要の可能性あり） 

要 
４Ｋ対応のHDMI® 
ケーブルに交換要 ※ 

４Ｋ（対応） 
ＴＶが必要 ※ 

ＣＳ１１０度の４Ｋ放送 
交換・工事要の可能性 

（～3,224MHzまで対応要） 

ＢＳの８Ｋ放送 
交換・工事要の可能性 

（現在、2.6GHz程度まで対応している場合、
交換・工事が不要の可能性あり） 

要 
今後の規格・製品化
等の動向を要確認 

８Ｋ（対応） 
ＴＶが必要 

ＢＳの４Ｋ放送 
（右旋のみ視聴） 

交換 

不要※※ 交換・工事は不要※※ 要 
４Ｋ対応のHDMI® 

ケーブルに交換要 ※ 

４Ｋ（対応） 
ＴＶが必要 ※ 

（※）HIGH SPEED（カテゴリー２）に対応したHDMI ®ケーブル（HDMI ® 端子は、HDCP2.2、4K60Hz入力に対応） 

 配線類 
（ケーブル、ブースタ、 
 分波器、テレビ端子等） 

参考 

上記の内容に限らず、現在使用中の機器等の性能・機能によっては、機器交換や工事が必要な場合があります。 
また、上記のほかに、今後、衛星放送用受信設備の技術基準（検討中）を踏まえ、機器交換や工事が必要な場合があります。 

衛星４Ｋ・８Ｋ新放送（仮）対応チューナー 
（実用放送に向けて、発売が見込まれています） 

ＢＳ・１１０度ＣＳアンテナ 
今の４Ｋテレビや 
 ４Ｋ対応テレビ※ 

（※※）現在、放送されているBSの全てのチャンネルを受信できていない場合、交換等が必要な場合があります。 



最新の周知・広報用リーフレット 
（（一社）放送サービス高度化推進協会にて作成中） 

16 参考 

（案） 


